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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成29年12月7日(2017.12.7)

【公開番号】特開2016-143539(P2016-143539A)
【公開日】平成28年8月8日(2016.8.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-047
【出願番号】特願2015-17849(P2015-17849)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/525    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/505    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/36     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/052    (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/525    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/505    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/36     　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｍ   10/052    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/36     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月12日(2017.10.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般組成式Ｌｉ１＋ｘＣｏ１－ｙＭｙＯ２－δ（式中、ＭはＮｉ、Ｍｎ、Ａｌ、Ｍｇ、
Ｚｒ、Ｖ、Ｗ、Ｍｏ、Ｃｒ、Ｂｉ、Ｃｕ、Ｔｉ、Ｓｉ、Ｆｅ、Ｐ、Ｆ及びＣｌからなる群
より選択される１種以上の元素であり、０≦ｘ≦０．１、０≦ｙ≦０．１、０≦δ≦０．
０２である）で表されるリチウム含有コバルト酸化物を含有する粒子を含み、前記粒子の
最表面は、スピネル構造を有し、ラマンスペクトルにおいて、６５０ｃｍ－１～７００ｃ
ｍ－１の範囲にショルダーピークを有する非水電解質二次電池用正極材料。
【請求項２】
　粒子が、Ｌｉ、Ｚｒ、Ｔｉ、Ａｌ、Ｍｇ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｚｎ及びＰからなる群より選択
される１種以上の元素を含む酸化物又はフッ化物によってさらに被覆され、前記元素の原
子数が、リチウム含有コバルト酸化物の分子数の１０％以下である請求項１に記載の非水
電解質二次電池用正極材料。
【請求項３】
　請求項１に記載の非水電解質二次電池用正極材料の製造方法であって、
　リチウム含有コバルト酸化物を合成する工程と、
　合成したリチウム含有コバルト酸化物に対して、Ｌｉ２ＣＯ３及び／又はＬｉＯＨを混
合する工程と、
　９５０℃以上１１００℃以下の温度範囲で、２時間以上２０時間以内のアニール処理を
行う工程とを含む前記非水電解質二次電池用正極材料の製造方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の非水電解質二次電池用正極材料の製造方法であって、
　リチウム含有コバルト酸化物の原料にＬｉ２ＣＯ３及び／又はＬｉＯＨを混合する工程
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と、
　９５０℃以上１１００℃以下の温度範囲で、５時間以上４８時間以内のアニール処理を
行う工程とを含む前記非水電解質二次電池用正極材料の製造方法。
【請求項５】
　請求項１又は２に記載の非水電解質二次電池用正極材料を含む正極と、負極と、セパレ
ータと、非水電解質とを備える非水電解質二次電池。
【請求項６】
　正極が、請求項１又は２に記載の非水電解質二次電池用正極材料に加えて、一般組成式
Ｌｉ１＋ａＮｉ１－ｂ－ｃ－ｄＣｏｂＭｎｃＭ’ｄＯ２－ｅ（式中、Ｍ’はＡｌ、Ｍｇ、
Ｚｒ、Ｖ、Ｗ、Ｍｏ、Ｃｒ、Ｔｉ、Ｂ、Ｓｉ、Ｆｅ、Ｐ、Ｆ、Ｓ及びＣｌからなる群より
選択される１種以上の元素であり、０≦ａ≦０．０５、０≦ｂ≦０．０２、０．０１≦ｃ
≦０．０３、０．００１≦ｄ≦０．０３、０≦ｅ≦０．０１である）で表されるリチウム
含有ニッケル・コバルト・マンガン酸化物を、前記リチウム含有ニッケル・コバルト・マ
ンガン酸化物及びリチウム含有コバルト酸化物の合計に対し５質量％以上５０質量％以下
の割合で含む請求項５に記載の非水電解質二次電池。
【請求項７】
　室温で且つ０．１Ｃ以下の負荷率で５Ｖまで充電したときの正極の充電曲線を電圧で微
分することによって得られるｄＱ／ｄＶ曲線の最も高電位に確認されるピークの電位が、
４．６４Ｖ以上である請求項５又は６に記載の非水電解質二次電池。 
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